
        

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

～農業委員会が主導して行う遊休農地解消の取り組みを紹介します～ 

 

 
 福島県大玉村（大玉村農業委員会 農業委員 9 名 推進委員 8 名）

 

 
地域の特徴・状況、課題 

 

●水田地帯である大玉村では、一部畜産や花きの生産はあるものの、全体として畑作による高収益作物の栽培は少

なく、農業従事者の高齢化により遊休農地が増加、耕作放棄地となっていく畑をどう活用していくかが大きな課

題となっていました。 

課題解決に向けた活動 

 

 

今後の方向性 

 
試験栽培は、当初の 40a から 70a に拡大（平成 30 年 7 月）

引き続き農業委員会よる新技術の試験や村の補助事業によ

る支援を継続し、エゴマの会の自立運営を目指しています。 

★遊休農地解消面積は全体で約２．２ｈa になりました。 

 

●平成２８年農業委員会では遊休農地を活用してエゴマの試験栽培を開始。 

その際、村内農業者から栽培実施者を募り、協力してもらっています。                               

●先進地研修や農業者への栽培研修会を重ね、エゴマの栽培技術を確立。                    

●エゴマの生産者を増やしていくなかで が平成２９年

１０月に設立されました。  

●県や村の補助を活用してエゴマ搾油機やコンバインなどを導入、共同利用に

よる効率化を図るなどエゴマの会の自立運営を目指しています。 

●販路は直販所がメインで、主に「エゴマ油」として販売。さらに村とともに

６次化や販路拡大を検討中です。 

 

 

 
 

① 協議会の設立経緯 

当市では、耕作放棄地再生利用緊急対策の実施主体として、平成２１年に白河市耕作
放棄地対策協議会を設立し、平成２４年度に、現在の白河市農業再生協議会と合併し、耕
作放棄地の再生利用に取り組んできました。 

 ②  これまでの取組状況 

当協議会では、国の耕作放棄地再生利用緊急対策交付金を活用し、耕作放棄地を解消
してきました。再生された農地では、そば・キャベツ・麦など、多種多様な作付けが行われています。 

 
 

 

③  特徴的な取組 

表郷地区において、平成２６年度及び２７年度に県の耕作放棄地活用条件整備復興
促進事業を活用し、企業が耕作放棄地の解消を実施するとともに周辺農地の集約をした結
果、新たな雇用の場を創出しています。 

 ④  今後の抱負・活動展開予定 

当市では、農業者等に農地バンクの利用を呼びかけ、遊休農地の効率的な活用を促すとと
もに、耕作放棄地解消を実施した取組主体に対して行っている上乗せ補助を積極的にＰＲす
ることで、荒廃農地の発生防止と解消に努めたいと思います。 
 

 

再生前 

再生後 

試験ほ場 
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今
後
も
地
域
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
地
域
の
高
齢
者
が
一
品
目
ず
つ
農
作
物
を
生
産
し
、
そ
れ
を
学 

校
給
食
等
に
提
供
す
る
取
組
が
出
来
た
ら
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

高
齢
者
に
と
っ
て
は
心
身
の
健
康
を
維
持
で
き
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て 

は
地
域
へ
の
愛
着
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
り
、
地
域
外
に
出
て
も
、
や
が 

て
ま
た
戻
っ
て
き
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い 

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友人と会えば必ずでる話題は「健康」に関すること。”体にいい”と聞くと何かとチャレン

ジしたくなる性分。 “『エゴマ油』＝美肌・脳細胞イキイキ (^^)/”  「おおたまエゴマ油」は

直売所のみの販売とのこと。まだ、ポチッと    手軽に入手できないので、福島県産で検

索、購入してみたいと思います。油なのでとりすぎは注意ですね。    ･･･ 

※今後「農地再生レインボー通信」の配信を希望される方は、 

n o s o n s h i n k o @ p r e f . f u k u s h i m a . l g . j p までご連絡ください。 

にインタビューしました!! 
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実
家
は
福
島
市
で
農
業
を
営
ん
で
い
た
た
め
、
私
自
身
も
高
校
で
農
業

土
木
を
学
び
ま
し
た
。 

 

 
 

 

会
社
員
を
経
て
、
昭
和
５
７
年
に
は
建
設
会
社
を
起
業
し
、
平
成
３
年

か
ら
地
域
の
共
有
地
を
借
り
受
け
、
農
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

耕
作
放
棄
地
再
生
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け
は
整
備
さ
れ
た
農
地
が
荒

れ
て
い
く
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
で
す
。 

ま
た
、
平
成
１
８
年
頃
は
公
共
事
業
の
受
注
高
が
少
な
く
な
っ
て
き
た

た
め
、
経
営
の
多
角
化
を
目
的
と
し
て
、
余
剰
の
建
設
機
械
を
耕
作
放
棄

地
再
生
に
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
事
か
ら
で
し
た
。 
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平
成
１
８
年
に
は
、
稔
り
の
農
地
総
合
再
生
事
業
（
県
単
独
事
業
）
に 

よ
り
、
２
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
解
消
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
域
の
地
権
者 

か
ら
農
地
の
賃
借
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
緊
急
対 

策
交
付
金
を
活
用
し
、
平
成
２
４
年
か
ら
５
・
９
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
耕
作 

放
棄
地
解
消
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

～福島県並びに県協議会からのお知らせ～ 
◎東北農政局主催の「東北管内荒廃農地解消事例発表会」開催（予定）のお知らせ 

  〔日時〕平成 30 年 10 月 31 日（水）13:30～ 〔場所〕仙台合同庁舎 

   今年の優良事例発表では、本県から平成 28年度に交付金を活用し経営規模の拡大を図った取

組主体が参加します。パネルデスカッションでは、各県発表者の生の意見や感想などが聞ける

良い機会ですので、是非ご参加ください。※詳細は後日関係機関宛に通知いたします。 

 

 

 


